
■対象工事

工事難易度Ⅱ以下で１億円程度までの工事

■評価項目の考え方（例）

工事規模、工事難易度を考慮し、加算点の合計を低く抑えた。
地域に密着した評価項目を設定。

■配点の考え方（例）

（配点例）

施工実績、工事成績評定のウエイトが大きく、受注意欲はあるが施工実績が少ない企業は受注することが難しい。実績の少ない
企業も受注機会が確保出来るよう、施工実績、成績評定等のウエイトを抑え、受注機会を確保する｢チャレンジ型｣の工事を平成２
７年度より試行している。
平成３０年７月豪雨災害に伴う入札不調等対策として、対象工事を５千万円程度までから１億円程度までに拡大。
令和２年１月から「より同種性のある工事実績」、「工事成績」に評価（加点）を行わず、地域精通度に重点を置く。
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令和２年１月から

■競争参加資格

 同種工事の実績は、主たる工種
（道路土工、擁壁工等）

（配点例）＜R1.12まで＞ ＜R2以降＞

同種工事の実績 求めない

当該工事種別の２年間の平均成績 求めない

【企業の施工実績　計】 ０

災害対応協定等に基づく活動実績 １

地域内における本店の有無 ２

企業の近隣地域での施工実績の有無 ２

【地域精通度等　計】 ５

５

同種工事の実績 求めない

同種工事の工事成績 求めない

継続教育（ＣＰＤ） ２

配置予定技術者の近隣地域での施工実績 ３

【技術者の能力等　計】 ５
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４０
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地域精通度
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【企業の能力等　計】

技術者の能力等

【施工能力等　計】

施工計画


